
安心して暮らせる地域づくりを応援します！    
令和3年度 地域福祉コーディネーター 
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ぼく、三重県伊賀市の観光
大使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校
３年生として、だいすきな
伊賀のふくしのこと、もっと
知りたいぐりっ★
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＊

＊

＊
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＊

例えば、ふれあい・いきいきサロンでは、集まれない期間にスタッフが訪
問をして、マスクやお菓子、脳トレグッズを届けたり、地域の広報に皆さ
んが元気な様子を載せて紹介したりしています。
普段の見守りでは電話や絵手紙を活用したり、地域の会議は Zoom などを
使って密を避け、オンラインでつながる方法も広がっています。
それから、LINE やインスタグラムなどの SNS を用いたコミュニケーショ
ンも、若い人だけでなく多くの人が利用していますよ。

新型コロナウィルスの影響で、ぼくもすっかり出かけることが少なくなったぐり。
行事やイベントもできないし、みんなは元気にしているぐりか？

その 37     「 コロナ禍でも見守り・つながり・
                                 助け合いだぐり！」の巻  

    今月お答えするのは
地域支援課地域福祉コー
ディネーターの吉田です。
グリオ君と一緒に、コロナ
禍でのつながり方を考えま
す。

そうだね。あるこども食堂では、時間を区切って入れ替え制にしたり、
テイクアウトやフードパントリー（食糧の配布）に切り替えたりして継続
していますよ。
社協でも、昨年の夏から市民の皆さんから寄付していただいた食糧などを
活用したフードパントリーをしています。年末には、寄付でいただいたお
米を配布したんですよ。私達が知らない活動が他にもあるかもしれません。
色んな助け合いが広がって、身近な地域で相談ができて、困っている人に
必要な手助けが届くといいですね。私たちからも、ソーシャルディスタンス
で距離は離しても、関係は保てるように提案させていただきますね！

そうだね、グリオ君も人とのふれあいが減ってさみしいですよね。
でも、地域の皆さんは出来ることを考えて、見守り・声かけ活動や、これま
でのつながりを保つ活動をされているんですよ。

色々な方法があるぐりね！ぼくもTwitterやYouTube、ライブ配信、ブログで
発信しているぐり！みんな工夫をしてつながったり見守りをしているぐりね。

へえ～、どんなふうにしているぐりか？

コロナ禍でも工夫してつながり続けることが大事だとわかったぐり！
他にも「こんなことをしているよ」って教えてほしいぐり！

写真
ふれあい・いき
いきサロンでの
見守り訪問

オンラインを活用
したサロン連絡会
（上野地域）

★筒やシートは、伊賀市社協地域センター窓口で無料でおわたしします。ぜひ、備えてください。
★シートを入れた筒は冷蔵庫に保管し、冷蔵庫の扉に所定のステッカーを貼ってください。
★シートは、伊賀市社協HPからダウンロード可。【検索ワード／伊賀市社協 安心シート】
  （日本語、スペイン語、タイ語、ベトナム語、ポルトガル語、英語、韓国語、中国語版あり）

緊
急
時
の
命
の
バ
ト
ン

「
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
」

「
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
」に
つ
い
て
、伊
賀

市
消
防
本
部
中
消
防
署 

警
防
係
の
松
村

侑
紀
さ
ん
と
、中
山
登
紀
子
さ
ん
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
消
防
救
急
課
で
は
、救
急
搬
送
従
事
者
を
対

象
に
、「
緊
急
搬
送
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、そ

の
結
果
、わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、救

急
搬
送
時
に
役
立
つ
と
思
う
か
と
い
う
項
目
で

は
、７
割
以
上
が
、「
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
」に

つ
い
て
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、実
際

に
活
用
さ
れ
た
方
が
、半
数
以
上
い
ま
す
。

　
ま
た
、緊
急
搬
送
時
、連
絡
先
が
わ
か
ら
ず

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
が
９
割
以
上
あ
り
、病

院
の
受
け
入
れ
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
は
家
族
の
間
柄

な
ど
も
分
か
る
と
、緊
急
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。ま
た
、病
院
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
る
た
め
に
も
役

立
ち
ま
す
の
で
、是
非
シ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た

だ
き
た
い
で
す
。そ
の
他
、お
薬
手
帳
の
情
報
も

重
要
で
す
の
で
、保
管
場
所
を
記
入
し
て
も
ら

え
る
と
な
お
よ
い
で
す
ね
。

　
残
念
な
こ
と
に
、救
急
搬
送
時
、安
心
シ
ー
ト

を
見
つ
け
た
が
何
も
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、う

ま
く
活
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。安
心
シ
ー
ト
の
記
入
や
更
新
に
つ
い

て
、民
生
委
員
さ
ん
や
地
域
支
援
者
の
方
な
ど

に
も
、是
非
お
声
か
け
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

★
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
が
、実
際
の
救
急
現
場

に
お
い
て
も
重
要
な
情
報
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。ぜ
ひ
、自
助
の一環
と
し
て
、わ
た

し
の
安
心
シ
ー
ト
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

筒の中に、
①わたしの安心シート
②本人の写真
③健康保険証（写）
④診察券（写）
⑤薬剤情報提供書（写）
　・ お薬手帳（写）
　  などを入れておくと
　  安心です。

■お問い合わせ／伊賀市社協 各地域センター ☎ 21-5866(代表)・ＦＡＸ  26-0002

南分署長
石本 陽洋さん

南分署第１係長
(救急救命士)
豊田 昇司さん

Q防災の視点から、「安心シー
ト」は活用できますか？
石本／青山地区では、消防署
と社協と民生委員が共に、
「高齢者宅防火訪問」を実施
しています。訪問を通じて、火
災予防と福祉的な視点から、
日頃の対策のアドバイスを
させていただいています。
また、命を守るための備えと
して、「わたしの安心シート」が
準備されているか確認し、
記入の呼びかけを行ってい
ます。

Q救急救命の現場で、「安心
シート」は活用されていますか？
豊田／救急現場では、傷病者
の緊急連絡先や病歴、服薬
状況などの確認が必要です。
意思疎通が困難であったり、
家族がいなかった場合、また
家族がいる場合でも「安心シ
ート」があれば速やかに情報
を入手することができるため、
よく活用しています。しかし、
情報が古くて緊急連絡先に
つながらないこともあるので、
更新しておくことが大切です。

Q市民のみなさんに、ひとこと
メッセージをお願いします。
石本／「わたしの安心シート」
は、ご本人と救急隊、病院と
の「命のバトン」になります。
本当に大切なものとして、準
備しておいてください。
豊田／ひとりぐらしのお宅へ
の緊急出動時は、冷蔵庫に
「わたしの安心シート」のステッ
カーが貼ってあるかを確認す
ることが習慣になっています。
正しく記入してもらえると、
大変有効なシステムなので、
ぜひ更新をお願いします。

伊
賀
市
社
協
で
は
、自
分
の
医
療
情
報
を
ま
と
め
、容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、万
一
の

救
急
・
緊
急
・
災
害
時
に
備
え
る「
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。今
回
、市
民
の

命
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
、伊
賀
消
防
署
南
分
署
職
員
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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★筒やシートは、伊賀市社協地域センター窓口で無料でおわたしします。ぜひ、備えてください。
★シートを入れた筒は冷蔵庫に保管し、冷蔵庫の扉に所定のステッカーを貼ってください。
★シートは、伊賀市社協HPからダウンロード可。【検索ワード／伊賀市社協 安心シート】
  （日本語、スペイン語、タイ語、ベトナム語、ポルトガル語、英語、韓国語、中国語版あり）
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南分署長
石本 陽洋さん

南分署第１係長
(救急救命士)
豊田 昇司さん

Q防災の視点から、「安心シー
ト」は活用できますか？
石本／青山地区では、消防署
と社協と民生委員が共に、
「高齢者宅防火訪問」を実施
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準備されているか確認し、
記入の呼びかけを行ってい
ます。

Q救急救命の現場で、「安心
シート」は活用されていますか？
豊田／救急現場では、傷病者
の緊急連絡先や病歴、服薬
状況などの確認が必要です。
意思疎通が困難であったり、
家族がいなかった場合、また
家族がいる場合でも「安心シ
ート」があれば速やかに情報
を入手することができるため、
よく活用しています。しかし、
情報が古くて緊急連絡先に
つながらないこともあるので、
更新しておくことが大切です。

Q市民のみなさんに、ひとこと
メッセージをお願いします。
石本／「わたしの安心シート」
は、ご本人と救急隊、病院と
の「命のバトン」になります。
本当に大切なものとして、準
備しておいてください。
豊田／ひとりぐらしのお宅へ
の緊急出動時は、冷蔵庫に
「わたしの安心シート」のステッ
カーが貼ってあるかを確認す
ることが習慣になっています。
正しく記入してもらえると、
大変有効なシステムなので、
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く ら し の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 、
連 携 と 協 働 で 創 り だ す
　　　　　　　　～伊賀市社会福祉法人連絡会の挑戦～

　
伊
賀
市
に
は
、〜
課
題
が
あ
り
ま
す
。
　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
に
拠
点
を
置
く
社
会
福
祉
法
人
が

集
結
し
、
市
内
の
法
人
相
互
間
の
親
睦
、
連
絡
調
整
と
地

域
へ
の
貢
献
を
推
進
し
、
法
人
の
事
業
内
容
の
充
実
発
展

を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
２
月
に
「
伊
賀
市
社
会
福
祉

法
人
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

伊
賀
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
で
は
、
次
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
多
様
化
、複
雑
化
す
る
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

創
意
工
夫
に
よ
り
、
人
材
へ
の
投
資
及
び
地
域
貢
献
活
動

を
実
施
す
る
。

②
地
域
住
民
と
共
に
既
存
の
福
祉
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
に
取
組
む
。

③
日
常
生
活
、
社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

対
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨
に
基
づ
き
無
料
又
は
低
額

な
料
金
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

小竹 紀忠 (こたけ のりただ ) 

伊賀市社会福祉法人連絡会会長、(福)
青山福祉会理事長。52歳で三重県国
保連の事務局次長を退職し、青山町
教育長に就任。2008年に青山福祉会
理事に就任、2017年より現在に至る。

各法人スタッフによる食糧の箱詰め作業。
法人の職員からたくさんの食糧が寄せられ、
３月に２回目のフードパントリーを開催した。

インタビュアー
平井 俊圭 (ひらい しゅんけい )
伊賀市社会福祉法人連絡会事務局
伊賀市社会福祉協議会常務理事

■
狭
間
の
生
活
課
題
と
連
絡
会
の
役
割

小
竹
　
社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
事

業
を
担
う
た
め
に
創
設
さ
れ
、
各
法
人
が

中
核
と
な
る
事
業
と
し
て
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
児
童
な
ど
に
対
す
る
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
に
も
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応

で
き
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
や
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
、
権
利
擁
護
な
ど
の
狭
間
の
問
題
や

地
域
生
活
課
題
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
法

人
で
も
少
な
か
ら
ず
実
践
し
て
い
ま
す

が
、
伊
賀
市
域
全
体
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ

地
域
福
祉
事
業
、
そ
こ
に
法
人
連
絡
会
の

意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
井
　
連
絡
会
に
は
、
多
様
な
事
業
に
取

り
組
む
社
会
福
祉
法
人
が
参
画
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
活
動
領
域
を

広
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
強
み
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

小
竹
　
計
画
的
、
補
完
的
に
、
各
社
会
福

祉
法
人
が
社
会
貢
献
事
業
を
担
っ
て
い

て
、
制
度
利
用
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
活
か
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

平
井
　県
内
で
も
、
伊
賀
の
取
り
組
み
は

先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

小
竹
　
毎
年
１
回
、
地
域
住
民
や
施
設
職

員
向
け
に
、
虐
待
防
止
、
認
知
症
、
終
活
、

地
域
包
括
ケ
ア
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
等
、

そ
の
時
の
話
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

平
井
　各
法
人
に
は
福
祉
の
専
門
職
が
い

る
の
で
、「
活
用
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
て
、
地
域
や
企
業
や
事
業
所
等
へ

無
料
で
講
師
派
遣
も
し
て
い
ま
す
ね
。

平
成
28
年
２
月
、
伊
賀
市
内
に
拠
点
を
置
く
社
会

福
祉
法
人
が
集
結
し
、
法
人
同
士
が
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
や
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
伊
賀
市
で
県
内
初
の

社
会
福
祉
法
人
の
連
絡
会
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。

連
絡
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
小
竹
会
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

小
竹
　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
協
と
共
催
で

「
夏
休
み
ふ
く
し
体
験
教
室
」
を
開
催
し
、

福
祉
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
機
能
強
化

小
竹
　
平
成
31
年
３
月
に
は
、
行
政
と
連

携
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
15
の
法
人
で
の
災
害

相
互
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
各
施
設

が
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
拠
点
と
な
る

こ
と
か
ら
、
発
電
機
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

な
ど
の
災
害
用
の
備
蓄
品
や
、
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

平
井
　避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
備
え
、
施
設
が
被
災
し
た
場

合
に
は
助
け
合
う
な
ど
、
対
応
で
き
な
い

部
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
お
互
い
に
い
い

で
す
ね
。　

■
市
民
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
の
解
消
に
向
け
て

小
竹
　
社
会
環
境
が
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
変

化
し
、
多
様
化
し
て
い
て
、
捉
え
に
く
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
活
困

窮
者
や
一
人
ぐ
ら
し
、
高
齢
者
の
み
世
帯

な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
が
あ
る
人

が
い
ま
す
。

平
井
　８
０
５
０
問
題
（
高
齢
の
親
と
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
子
の
世
帯
の
孤
立
化
・

困
窮
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
）
や
、

親
な
き
あ
と
の
問
題
な
ど
、
ま
さ
に
制
度

の
狭
間
と
な
る
問
題
も
増
え
て
い
ま
す
。

小
竹
　
地
域
社
会
に
対
し
て
、
法
人
連
絡

会
が
ど
の
よ
う
な
出
番
が
作
れ
る
か
を
社

会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
寄
っ
て
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
食
支
援

小
竹
　
令
和
３
年
１
月
に
は
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ(

余
剰
食
糧
の
募
集)

と
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
（
食
糧
配
布
）
を
行
い
ま
し

た
。
ご
利
用
は
、
子
育
て
世
帯
が
多
い
傾

向
で
、
各
法
人
窓
口
で
の
受
け
渡
し
と
配

達
に
よ
り
お
届
け
し
ま
し
た
。
私
も
実
際

に
配
達
し
て
、喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

平
井
　法
人
連
絡
会
に
よ
る
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
は
、
お
そ
ら
く
全
国
初
の
取
り
組

み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
内
に
施
設
が
点

在
し
て
い
る
の
で
、
食
糧
の
受
け
取
り
や

配
達
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
ね
。

小
竹
　
何
ら
か
の
困
り
ご
と
を
持
っ
て
い

る
人
と
、
社
会
福
祉
法
人
が
つ
な
が
る
こ

と
で
、
支
援
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

サポートガイドは伊賀市社協 HP からもダウン
ロード可。介護や障がい、健康などの講演・ワー
クショップの無料講師派遣、貸出用具等も掲載。

やってみようかな、
ふくしのしごと。

ふくしのしごとの紹介
動画を作成しました。
ぜひご覧ください。
作成／伊賀市社会福祉法人連絡会
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く ら し の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 、
連 携 と 協 働 で 創 り だ す
　　　　　　　　～伊賀市社会福祉法人連絡会の挑戦～

　
伊
賀
市
に
は
、〜
課
題
が
あ
り
ま
す
。
　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
に
拠
点
を
置
く
社
会
福
祉
法
人
が

集
結
し
、
市
内
の
法
人
相
互
間
の
親
睦
、
連
絡
調
整
と
地

域
へ
の
貢
献
を
推
進
し
、
法
人
の
事
業
内
容
の
充
実
発
展

を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
２
月
に
「
伊
賀
市
社
会
福
祉

法
人
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

伊
賀
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
で
は
、
次
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
多
様
化
、複
雑
化
す
る
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

創
意
工
夫
に
よ
り
、
人
材
へ
の
投
資
及
び
地
域
貢
献
活
動

を
実
施
す
る
。

②
地
域
住
民
と
共
に
既
存
の
福
祉
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
に
取
組
む
。

③
日
常
生
活
、
社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

対
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨
に
基
づ
き
無
料
又
は
低
額

な
料
金
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

小竹 紀忠 (こたけ のりただ ) 

伊賀市社会福祉法人連絡会会長、(福)
青山福祉会理事長。52歳で三重県国
保連の事務局次長を退職し、青山町
教育長に就任。2008年に青山福祉会
理事に就任、2017年より現在に至る。

各法人スタッフによる食糧の箱詰め作業。
法人の職員からたくさんの食糧が寄せられ、
３月に２回目のフードパントリーを開催した。

インタビュアー
平井 俊圭 (ひらい しゅんけい )
伊賀市社会福祉法人連絡会事務局
伊賀市社会福祉協議会常務理事

■
狭
間
の
生
活
課
題
と
連
絡
会
の
役
割

小
竹
　
社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
事

業
を
担
う
た
め
に
創
設
さ
れ
、
各
法
人
が

中
核
と
な
る
事
業
と
し
て
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
児
童
な
ど
に
対
す
る
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
に
も
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応

で
き
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
や
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
、
権
利
擁
護
な
ど
の
狭
間
の
問
題
や

地
域
生
活
課
題
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
法

人
で
も
少
な
か
ら
ず
実
践
し
て
い
ま
す

が
、
伊
賀
市
域
全
体
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ

地
域
福
祉
事
業
、
そ
こ
に
法
人
連
絡
会
の

意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
井
　
連
絡
会
に
は
、
多
様
な
事
業
に
取

り
組
む
社
会
福
祉
法
人
が
参
画
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
活
動
領
域
を

広
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
強
み
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

小
竹
　
計
画
的
、
補
完
的
に
、
各
社
会
福

祉
法
人
が
社
会
貢
献
事
業
を
担
っ
て
い

て
、
制
度
利
用
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
活
か
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

平
井
　県
内
で
も
、
伊
賀
の
取
り
組
み
は

先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

小
竹
　
毎
年
１
回
、
地
域
住
民
や
施
設
職

員
向
け
に
、
虐
待
防
止
、
認
知
症
、
終
活
、

地
域
包
括
ケ
ア
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
等
、

そ
の
時
の
話
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

平
井
　各
法
人
に
は
福
祉
の
専
門
職
が
い

る
の
で
、「
活
用
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
て
、
地
域
や
企
業
や
事
業
所
等
へ

無
料
で
講
師
派
遣
も
し
て
い
ま
す
ね
。

平
成
28
年
２
月
、
伊
賀
市
内
に
拠
点
を
置
く
社
会

福
祉
法
人
が
集
結
し
、
法
人
同
士
が
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
や
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
伊
賀
市
で
県
内
初
の

社
会
福
祉
法
人
の
連
絡
会
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。

連
絡
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
小
竹
会
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

小
竹
　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
協
と
共
催
で

「
夏
休
み
ふ
く
し
体
験
教
室
」
を
開
催
し
、

福
祉
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
機
能
強
化

小
竹
　
平
成
31
年
３
月
に
は
、
行
政
と
連

携
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
15
の
法
人
で
の
災
害

相
互
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
各
施
設

が
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
拠
点
と
な
る

こ
と
か
ら
、
発
電
機
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

な
ど
の
災
害
用
の
備
蓄
品
や
、
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

平
井
　避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
備
え
、
施
設
が
被
災
し
た
場

合
に
は
助
け
合
う
な
ど
、
対
応
で
き
な
い

部
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
お
互
い
に
い
い

で
す
ね
。　

■
市
民
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
の
解
消
に
向
け
て

小
竹
　
社
会
環
境
が
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
変

化
し
、
多
様
化
し
て
い
て
、
捉
え
に
く
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
活
困

窮
者
や
一
人
ぐ
ら
し
、
高
齢
者
の
み
世
帯

な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
が
あ
る
人

が
い
ま
す
。

平
井
　８
０
５
０
問
題
（
高
齢
の
親
と
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
子
の
世
帯
の
孤
立
化
・

困
窮
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
）
や
、

親
な
き
あ
と
の
問
題
な
ど
、
ま
さ
に
制
度

の
狭
間
と
な
る
問
題
も
増
え
て
い
ま
す
。

小
竹
　
地
域
社
会
に
対
し
て
、
法
人
連
絡

会
が
ど
の
よ
う
な
出
番
が
作
れ
る
か
を
社

会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
寄
っ
て
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
食
支
援

小
竹
　
令
和
３
年
１
月
に
は
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ(

余
剰
食
糧
の
募
集)

と
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
（
食
糧
配
布
）
を
行
い
ま
し

た
。
ご
利
用
は
、
子
育
て
世
帯
が
多
い
傾

向
で
、
各
法
人
窓
口
で
の
受
け
渡
し
と
配

達
に
よ
り
お
届
け
し
ま
し
た
。
私
も
実
際

に
配
達
し
て
、喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

平
井
　法
人
連
絡
会
に
よ
る
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
は
、
お
そ
ら
く
全
国
初
の
取
り
組

み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
内
に
施
設
が
点

在
し
て
い
る
の
で
、
食
糧
の
受
け
取
り
や

配
達
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
ね
。

小
竹
　
何
ら
か
の
困
り
ご
と
を
持
っ
て
い

る
人
と
、
社
会
福
祉
法
人
が
つ
な
が
る
こ

と
で
、
支
援
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

サポートガイドは伊賀市社協 HP からもダウン
ロード可。介護や障がい、健康などの講演・ワー
クショップの無料講師派遣、貸出用具等も掲載。

やってみようかな、
ふくしのしごと。

ふくしのしごとの紹介
動画を作成しました。
ぜひご覧ください。
作成／伊賀市社会福祉法人連絡会
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あ
い
し
あ
お
う
３
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金 

法
人
募
金
」
寄
付

者
ご
紹
介
で
、
一
部
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
正
】　
宮
神
社
・
㈱
福
岡
醤
油
店
・
結
城

好
一
税
理
士
事
務
所

●
令
和
３
年
４
月
１
日
付（
課
長
級
以
上
）

常
務
理
事 
平
井
俊
圭
／
事
務
局
長
（
参

事
）
田
邊
寿
／
法
人
運
営
部
長
兼
経
理
課

長
（
副
参
事
）
内
田
崇
之
／
地
域
福
祉
部

付
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

(

主
幹)

一
見
俊
介
／
地
域
福
祉
部 

企
画

調
整
課
長
（
主
幹
）
生
間
慎
二
郎
／
地
域

福
祉
部 

地
域
支
援
課
長
（
主
幹
）
中
森

研
／
地
域
福
祉
部 

く
ら
し
支
援
課
長
（
主

幹
）
寺
田
浩
和
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部 

通
所
介
護
課
長
（
副
参
事
）
尾
登
守
／
法

人
運
営
部 

総
務
課
長
（
主
幹
）
福
村
亜

津
美

　
「
良（
４
）い
、遺
言（
15
）」
の
遺
言
の
日
に

あ
わ
せ
て
、
遺
言
書
の
書
き
方
、
相
続
に

関
す
る
疑
問
点
、
後
々
相
続
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
ら
な
い
よ
う
今
で
き
る
こ
と
、
相
続

問
題
で
現
に
お
困
り
の
内
容
な
ど
、
遺
言
と

相
続
に
関
す
る
問
題
全
般
に
対
応
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
15
日
（
木
）

　
　
　

  　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
相
談
専
用
特
設
電
話
番
号 

※
３
回
線
】

　
☎
０
５
９-

２
２
８-

３
１
４
３

【
相
談
担
当
】
三
重
県
弁
護
士
会 

高
齢
者
・

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
所
属
弁
護
士

【
問
い
合
わ
せ
先
】
三
重
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
☎
０
５
９-

２
２
８-

２
２
３
２　
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伊
賀
市
社
協
人
事
異
動

三
重
県
弁
護
士
会 

遺
言
の
日

・
相
続
無
料
電
話
相
談
会

＊おもしろい＊
 今日からできる簡単手話講座

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎22－9657

両手こぶしの小指側腹を
同時に２～３回たたく

☎＆FAX／0595-22-0039 　　 
　　iga-saposute@npo-en.or.jp
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
■開所日／月～金 9:00～17:00  (土日祝・年末年始は休み)

若者の職業的自立のための総合相談窓口

ハローワーク伊賀 出張相談日
４月20日  火 13:00～16:00

就職相談
各種講座
♥♥♥♥
♥♥♥♥

利用無料
要予約働きたい悩みを抱えている人と

　　 その家族を支援しています。
 ▶サポステ(15～39歳)

来所できない人のために・・・

「オンライン相談」スマートフォンやパソコンを使用した「オンライン相談」実施します
 対象 「遠距離で交通が不便」「大勢の中にいることが不安」
　　 などの理由で、来所できない方
　　※必要な機材の設定や通信料は利用者負担。
　　　機材の使用方法の説明、利用規約の確認などがあります。

＊事前登録必要＊
☎やメールで
ご連絡ください

伊賀市社協公式

YouTube 放映
中

①感染予防のための手の洗い方
②きちんと食べよう
③口腔体操
④健口ソング【フルバージョン】
⑤歌に合わせて指おり体操
⑥歌と体操に合わせて脳トレ 
⑦踏ん張る力をつけよう
⑧身近なタオルでこまめに体操
⑨元気ではつらつ体操 
⑩イスを使った体操
⑪心の健康を保つリラックス法 
⑫ツボ押しでリフレッシュ

★貸出場所／伊賀市社協各地域センター

◀チャンネル
登録もよろしく
お願いします !

個人への貸出もできます。
ぜひ、ご利用ください♪

DVD
第２弾
完成!!

●令和３年度 第１期講習 !!
●定員30名 (定員になり次第締切 )

◆日　時／令和３年 5 月22日（土）・23日（日）8:30～17:30  ※２日間通して受講が必要
◆場　所／いがまち保健福祉センター「愛の里」（伊賀市愛田 513）
◆受講料（資料代を含む）／伊賀市・名張市在住在勤の方 10,000 円
　　　　　　　　 　　　その他の方 12,000 円
◆申込・問い合わせ先／いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）
　　　　　　　　 　　　☎21-5866・FAX26-0002
　※申込用紙は伊賀市社協各地域センターで配布または FAXで送付
　　伊賀市社協HPからダウンロード可 ▼http://www.hanzou.or.jp/
◆申込期間／４月１日（木）～　※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、延期する場合があります。

「移動・送迎サービス運転協力者講習」及び 
「セダン講習」受講者募集！！国土交

通

大臣認
定
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準
備
で
き
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
か
ら
の
こ
と

特
集相

続
を
め
ぐ
っ
て
、
自
分
の
死
後
に

争
い
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
、
遺
言
を

準
備
し
よ
う
と
考
え
た
花
子
さ
ん
。

❶

た
だ
し
、証
人
２
人
以
上
の
立
ち
会
い

が
必
要
で
、
財
産
の
価
値
に
応
じ
た

手
数
料
が
法
令
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

公
証
人
の
説
明
を
聞
く
と
、専
門
家
に

作
成
し
て
も
ら
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

花
子
さ
ん
は
、
公
証
人
に
相
談
し
な

が
ら
、無
事
に
遺
言
書
を
作
成
し
、

預
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

❹

❺

❻

専
門
家
に
作
っ
て
も
ら
う

遺
言
の
方
法 （
公
正
証
書
遺
言
）

専
門
家
に
作
っ
て
も
ら
う

遺
言
の
方
法 （
公
正
証
書
遺
言
）

け
れ
ど
、花
子
さ
ん
は
自
分
で
遺
言
を

作
成
す
る
の
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

遺
言
を
作
れ
る
か

自
信
も
な
い
し
、

困
っ
た
わ
ぁ
・・・

相
続
対
象
が
ど
こ
ま
で

と
か
、
法
律
の
こ
と
は

全
然
わ
か
ら
へ
ん
・・・

そ
こ
で
花
子
さ
ん
は
、法
律
の
専
門
家

に
遺
言
を
作
成
し
て
も
ら
う
、「
公
正

証
書
遺
言
」
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

❷

❸

証
人
に
な
っ
て

も
ら
え
る
人
が

い
な
い
・・・

確
実
な
遺
言
を

元
気
な
う
ち
に
準
備
で
き
て

ほ
っ
と
し
た
わ
。

遺
産
が
少
な
く
て
も

も
め
事
に
な
る
こ
と
も

多
い
ら
し
い
し
ね
・・・

私
の
思
い
を

き
ち
ん
と
の
こ
し
て

お
き
た
い
わ
。

お
任
せ
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
話
を
聞
い
て

遺
言
を
作
成
し
ま
す

　　　　　　どしょう あつし

公証人 土性 敦さん

ほぉ～

伊賀上野公証役場
上野丸之内28  ラフォーレビル3階（エレベーター完備）
☎0595-23-6549・メール u-kosho@ict.ne.jp

公正証書遺言についてのお問い合わせは

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。

一
か
ら
教
え
て

ほ
し
い
わ

公正証書遺言は、法律に基づいた最も安全かつ確実な遺言方法です。
お話を伺いながら、ご本人の意思に沿った形で遺言を作成すること
ができます。人生の仕上げの作業として、少し先の未来を見つめて
準備することで、老後の不安を取り除くことができますよ。
まずは、お気軽に電話やメールでご相談くださいね。

R２年11月
に移転
しました

●法律的な不備の心配がない
●遺言作成手続きをめぐる紛争
を予防できる
●公証人が代署したり、自宅や
病院まで出張したりもできる
●公証役場で保管してもらえる

「公正証書遺言」の特徴



  「サロン絵かき」
   メンバー数／ 11 名　
　開催場所／鞆田地区市民センター、馬場公民館
　開催頻度／月 2 回（第 1・3 水曜日）

ふ く き た  わかつ

福北 辨 さん(83 歳 )
絵手紙ゆめ倶楽部 主宰 　  

  

●この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。  No.181  ４月号　8

編
集
後
記

表
紙
の
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
誰
も
が
そ
の
人

ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
地
域

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
地
域
に

応
じ
た
つ
な
が
り
づ
く
り
や
参

加
・
交
流
、
学
び
の
機
会
を
生

み
出
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
専

門
に
行
う
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●活動を始めたきっかけ
　絵手紙に共感したことから、日本絵手紙協会の月刊誌を通
じて全国の絵手紙仲間と交流し、100 通の絵手紙をやりとり
しました。受け取った絵手紙を文化祭で展示したところ反響
があり、15 年ほど前に「絵手紙ゆめ倶楽部」が発足しました。
●活動内容
　活動は月２回で、地元の作品展への出展や、小学校やサロ
ンで体験講座もしています。口コミで市内外から会員が増え、
新たに島ケ原や諏訪でのサークルや、「男の絵手紙いがめん倶
楽部」もできました。コロナ禍では、上野地域センターの見
守り事業に絵柄を提供しました。「人と人をつなぐ」「気持ち
を伝える」絵手紙の目的は、見守りや支え合いの心と同じです。
●今後の抱負
　新しい生活様式にリモートやオンラインは必要だと理解して
いますが、古いものにも温かさや良さがあると感じています。
こんな時こそ絵手紙の力を発揮し、感謝や勇気、希望を届け
たいです。また、サークル活動を次世代に繋げていきたいです。

〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555

編集・発行　　 伊賀市社会福祉協議会

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

地
域
セ
ン
タ
ー

本　部

No.167

 

我
ら！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー

　「サロン絵かき」は 2016 年 4 月に馬場長寿会（老人クラブ）
の部活動として発足しました。当初は「絵手紙」を描くことが
目的でしたが、風景画や静物画、基本的なデッサンも描くよう
になりました。サロンの最初の約束ごとは、「他人が描いたも
のを真似たり写真を見て描かず、現物を見て描く」だったそう
です。絵を描くときは、デッサンの被写体を見たときの「美し
いな」「迫力があるな」などの感動を、どのように描くかを考
えます。最初から思うように描くことは難しく、何度も描いて
いるうちに徐々に手が動き始め、描けたときの喜びはひとしお
だそうです。
　現在 11 名の会員がいますが、当初の作品と比べると見違え
るほど良い絵を描けるようになり、「絵を描くことが大好きで
楽しい」と話しています。絵を描きたいと思っている方、地域
を問いませんので参加しませんか。

89,689人 (－82人)
29,641人 (－27人) 
    33.1％ (  ±0％)
15,589人 (－42人)
    17.4％ (  ±0％)
  6,161人 (  ＋2人)

数字で見る伊賀市の福祉 令和３年1月末現在 (前月比)

No.176

伊賀市の人口　　  ▶
65歳以上の高齢者 ▶
　高齢化率　　　  ▶
75歳以上の高齢者   ▶
　後期高齢化率　    ▶
介護保険認定者数    ▶

※集計処理の関係で、前々月末日時点の数値となります。
※伊賀市の人口、65 歳以上の高齢者及び高齢化率、75

歳以上の高齢者及び後期高齢化率には、外国人住民を
含めています。

※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を、後期高
齢化率と表記しています。

※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。


